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新入学児の一日入学　　　浅木小学校で

有効期限は3月　末　日
国民健康保険証を更新します

現在お使いの国民健康保険証は、今年の3月31日までしか使

えません。このため次の日程で使用期限の更新を行います。

＞目　時　3月00日（月）、31日（火）　9時一16時30分

＞塙　所　遠賀町役場玄関

＞持参晶　現在使われていろ国民健康保険証、または国民健康

保険退職被保険者証と印鑑



募登園9
め㊧壱）ゐ暗
犬は昔から人間の友だちで、可愛がってくれる飼

い主に深い愛情を持ってくらしています。でも、あ

なたは犬に対して友たちとして、愛情豊かにつきあ

っていますか。

留守番ばかりさせていないで、たまにはいっしょ

に遊んでやってくださいね。

m 

、引 く7 �o 

犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
す
る
こ
と

生
後
3
カ
月
以
上
の
犬
は
、
毎
年
一
回
の

登
録
と
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
と
き
に
も
ら
っ
た
鑑
札

は
犬
の
首
輪
に
つ
け
、
注
射
済
票
は
家
の
玄

関
に
は
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

放
し
飼
い
を
し
な
い
こ
と

飼
い
主
は
、
犬
を
常
に
け
い
留
（
つ
な
ぐ

か
お
り
に
入
れ
る
）
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
放
し
飼
い
を
す
る
と
処
罰
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

捨
て
犬
を
し
な
い
こ
と

自
分
の
犬
を
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ

た
と
き
や
、
子
犬
の
新
し
い
飼
い
主
が
み
つ

か
ら
な
い
と
き
は
、
保
健
所
や
役
場
に
遵
治

し
ま
し
ょ
う
。

犬
を
捨
て
る
こ
と
は
、
恐
し
い
野
犬
を
つ

く
る
原
因
に
な
り
ま
す
。懸

流
が
で
き
ま
す
し
、
犬
の
ス
ト
レ
ス
の
館
淵

に
な
り
、
む
だ
は
え
⇔
犬
の
イ
ラ
イ
ラ
壱
取

り
除
き
ま
す
。

毎
日
規
則
正
し
く
朝
夕
一
千
分
～
三
十

分
、
引
き
運
動
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
中
に
排
便
を
す
る
習
怪
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
後
他
案
を
し
ま
し
ょ
う
。

口
幅
の
手
入
れ

醸
犬
の
体
に
手
を
触
れ
る
こ
と
で
、
健

療
状
態
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

。
ク
シ
や
ブ
ラ
シ
を
か
け
る
と
、
皮
フ
の
血

行
を
良
く
し
、
毛
の
ツ
ヤ
も
で
ま
す
。

・
入
浴
は
月
一
⊥
一
回
、
手
早
く
乾
か
し
ま

し
ょ
う
。

食

事

と

水

食
雷
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
合
せ
て
与
え
ま

し
ょ
う
。
水
は
い
つ
で
も
飲
め
る
よ
う
に
、

き
れ
い
な
水
を
一
定
の
場
所
に
憧
い
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

よ

　

　

す

宣

　

言

　

し
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身
狂
犬
病
癖
防
注
射
書

を

ィ

　

一
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｝
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＼

怒
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
万
一
、
犬
が
人
を
か
ん

だ
り
し
た
場
合
に
、
狂
犬
病
や
麗
風
の
事

が
一
番
心
配
に
な
り
ま
す
。

犬
の
所
有
者
は
、
法
律
に
よ
っ
て
毎
年
一

回
登
録
と
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
予
防
注
射
を

受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
し
、
各
区
の
公
民
館
で
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
近
く
の
動
物
病
院
で
四
月
中

に
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
日
程

目
時
と
場
所

4
月
1
日
（
水
）

・
島
津
公
民
館

・
逼
塞
会
所

・
薬
孫
公
民
館

・
別
府
公
民
館

・
上
別
府
公
民
館

4
月
2
日
（
木
）

・
鬼
津
公
民
館

・
尾
崎
公
民
館

・
広
漠
公
民
館

。
新
町
公
民
館

1
月
3
日
（
金
）

・
虫
生
津
公
民
館

・
東
町
公
民
館

・
芙
蓉
公
園

・
木
守
公
民
館

。
藁
台
公
民
館

・
千
代
丸
公
民
館

4
月
4
日
（
土
）

∴
松
ノ
木
公
民
館

4
月
6
日
（
月
）

o
老
良
公
民
館

。
浅
木
公
民
館

・
東
和
苑
公
民
館

・
町
公
民
館
別
館

・
旧
館
公
民
館

・
△
古
賀
公
民
館

1
月
1
8
日
（
土
）

・
役
場
遠
慮
前

1
0
時
　
～
ュ
0
時
2
0
分

的
時
5
0
分
－
1
0
時
5
0
分

n
時
　
－
n
時
畑
分

ュ
3
時
0
0
分
～
1
4
暗
然
分

〃
4
時
3
5
分
～
宣
5
時

1
0
時
　
～
0
0
時
低
分

Ⅱ
時
5
分
～
Ⅱ
時
4
5
分

ュ
3
時
2
0
分
～
ェ
4
時
ュ
0
分

1
4
時
如
分
～
鳩
時
m
分

ュ
0
時
～
　
1
0
時
3
5
分

1
0
時
弱
分
～
n
時
2
5
分

Ⅱ
時
3
5
分
～
n
時
5
0
分

1
3
時
2
0
分
～
1
4
時
1
0
分

1
4
時
約
分
－
1
4
時
的
分

ュ
4
時
5
0
分
～
鳩
時
工
0
分

ュ
0
時
　
I
n
時
5
0
分

9
時
5
0
分
～
同
時

1
0
時
1
0
分
～
n
時

n
時
1
0
分
～
n
時
5
0
分

工
3
時
如
分
～
ュ
3
時
5
0
分

1
4
時
　
～
1
4
時
5
0
分

1
4
時
釦
分
～
鳩
時
1
0
分

ュ
0
時
　
～
Ⅱ
時
0
0
分

料
　
金

一
頭
に
つ
き
四
千
三
百
円
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電話もいっしょにお引起し
3月、4月は、転勤や卒業、入学、就職など

による引越しシーズンです。

このた観）、感話の移転や新設工諺もピークを
むかえ、こ希望の日に舘話をつけることがむつ
かしくなっています。

引越しが決まったら、できるだけ早目に種話
移転手続きをして－ください。

問い合せはNTT折尾営業課重電（601）0000へ

菖
害
毒
斎
蚤
缶
争
注
ぎ
窒
昆
壷
蚤
争
争
箪

鵬
国
民
　
年
　
金
醐

雪
雲
霊
貴
意
電
卓
蔓
菩
雲
量
意
意
も
ぜ
喧

保
険
料
が
月
七
千
四
百
円
に
（
四
月
か
ら
）

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
か
ら
一
カ

月
に
つ
き
七
千
四
百
円
（
現
行
七
千
百
円
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
年
金
額
が
物
価
の
上
昇
に
応
じ

て
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
年
金
受

給
者
が
年
々
抱
え
て
い
る
た
め
、
増
加
す
る

年
金
支
払
の
財
源
と
す
る
た
め
、
保
険
料
も

改
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

あ
な
た
が
納
め
る
国
民
毎
会
の
保
険
料

は
、
あ
な
た
の
将
来
の
年
金
権
を
確
保
す
る

う
え
で
大
山
な
こ
と
で
す
。
も
し
も
、
保
険

料
を
納
め
忘
れ
た
り
し
た
場
合
に
は
、
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
減

額
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
な
た
の
お

子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
た
ち
後
髄
代
の
負
担
を

大
き
く
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
終
納
期
は
四
月
末
日

昭
和
六
十
一
年
度
の
保
険
料

現
在
国
民
年
金
に
加
入
中
の
み
な
さ
ん
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
納

期
を
過
ぎ
る
と
町
発
行
の
納
付
書
で
は
納
め

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
納
め
な
い
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
あ
な
た
が
万
一
病
気
や
け
が
な

ど
で
障
富
者
に
な
っ
た
と
き
や
、
こ
羊
人
を

亡
く
し
て
母
子
家
庭
に
な
っ
た
と
き
に
、
障

害
鋳
金
や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
老
令
年
金
さ
え
も
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
が

な
い
よ
う
六
十
一
年
度
の
保
険
料
は
、
必
ず

四
月
末
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

確
定
申
告
竜
∴
∴
ノ
∠
除

間
違
え
韓
と
雪

中
　
　
更

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
自
ら
の
心
で
決
め
る
　
こ
の
一
票
」

四
月
二
十
六
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
遠
賀

町
長
、
遠
賀
町
慾
会
議
貝
一
般
選
挙
の
虹
候

補
受
付
な
ど
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

立
候
補
届
出
蕊
な
ど
の
記
載
方
法
、
選
挙

運
動
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
立

候
補
予
定
者
余
蓮
可
）
は
必
ず
凪
席
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
6
2
年
3
月
2
7
日
（
金
）

1
3
時
か
ら

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
2
階
大
会
議
室

立
候
補
受
付
予
備
審
査

▽
日
　
時
昭
和
6
2
年
4
月
1
4
日
（
8

9
時
か
ら

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
第
3
会
話
室

立
候
縞
受
付

▽
日
　
時
昭
和
6
2
年
4
月
2
1
日
（
火
）

8
時
5
0
分
～
ュ
7
時

▽
場
　
所
遠
賀
町
役
場
2
階
大
会
議
室

申
告
し
た
税
額
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
、

申
告
後
に
気
付
い
た
と
き
は
「
修
正
申
告
」

を
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
「
更
正
」
（

税
務
署
の
調
査
に
よ
り
、
新
た
に
納
め
る
説

額
が
通
知
さ
れ
る
）
を
受
け
る
ま
で
は
、
い

つ
で
も
で
き
ま
す
。
で
も
、
な
る
べ
く
早
く

申
告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。

説
務
馨
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正
申
告

を
し
た
り
、
更
正
を
受
け
た
り
す
る
と
、
新

た
に
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の
税
額
の

五
カ
の
過
少
宜
品
質
説
が
か
か
り
ま
す
。

た
だ
し
、
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
に
修

正
申
告
し
た
場
合
は
、
過
少
申
出
晶
算
説
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

隈
か
ら
一
年
間
。
で
す
か
ら
昭
和
六
十
一
年

分
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
の
は
、
昭
和
六

十
二
年
の
三
月
ま
で
で
す
。

説
落
雪
で
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
、
請
求

が
正
当
な
場
合
は
、
納
め
過
ぎ
た
説
金
が
還

付
さ
れ
ま
す
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
ぎ

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

申
告
し
た
税
額
が
多
か
っ
だ
こ
と
を
、
申

告
後
に
気
付
い
た
と
き
は
「
更
正
の
請
求
」

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
瑚
問
は
、
串
告
期

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
「
期
限
後
申

告
」
を
し
て
く
だ
さ
い
、
税
務
署
か
ら
「
決

定
」
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す。
で
も
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
す
る
ほ
う
が

有
利
で
す
。
税
務
撃
の
調
査
を
受
け
た
後
で

期
限
後
皇
畳
し
た
り
、
決
定
を
受
け
た
り

す
る
と
納
め
る
税
額
の
ほ
か
に
、
そ
の
税
額

の
一
〇
カ
の
熱
田
佳
品
算
説
が
か
か
る
か
ら

で
す
。
た
だ
し
、
調
査
を
受
け
る
前
に
申
告

を
し
た
場
合
は
、
無
産
口
恕
曇
硯
は
五
彩
で

済
み
ま
す
。

手
続
き
な
ど
分
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
若
松
税
務
署
＄
（
1
6
1
）
2
5

3
6
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。



第400号　　　　　　　　　　　　　　　公⑬鍔の彿（4）
「÷「二二調q調関伽mmI…mmim…u…I剛日用日間間即日IimmmIq日間I…liiImiP聞i…伽Im…和田脚鵬間mimm…i剛i剛朋のmmldu肌川棚mP伽mmmm関南調同調両前的正喜轟○

肥　後　中　臣　の　墓

調関田mm剛的間Oi叫i叩問同日叩i恥仰iq肌mql晴間…問PiⅢmdl…i間iiI mmim日間伽lu州間mim脚lMimmmmmmminm日間mmmm関田関田肌IPim側mqlulI”q脚同調mmmmld剛m

続
吐
過
賞
町
文
蛍
丁
散
歩

古
道
を
仙
る
（
Ⅴ
）

中
世
の
頃
、
上
方
（
京
阪
地
を
へ
の
ぼ

る
た
め
に
は
芦
屋
の
湊
か
ら
船
便
に
よ
る
の

ろ
た
．
田
植
が
終
っ
た
頃
、
覆
れ
た
家
畜
を

静
養
さ
せ
る
た
め
、
秋
の
収
穫
期
ま
で
を
こ

の
地
方
に
預
け
た
と
の
こ
と
。

秋
に
な
っ
て
元
気
に
な
っ
た
牛
や
馬
を
つ

れ
て
、
晴
れ
晴
れ
と
帰
る
若
者
の
姿
が
こ
の

士
道
を
通
っ
た
の
だ
ろ
う
と
恩

田
　
い
な
か
ら
、
広
く
な
っ
た
遠

田
を
の
ぼ
る
o

峠
近
く
に
酒
粕
が
あ
り
、

水
面
に
は
う
ず
く
濁
り
、

生
き
も
の
の
姿
な
ど
見
え

な
い
。
高
い
処
に
古
い
神
社

が
、
広
く
集
落
を
見
お
ろ
し

て
、
そ
の
安
泰
を
見
つ
め
る

は
ま
だ
下
り
で
あ
る
。
垣
根
の
上
に
の
ぞ
い

た
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
赤
い
実
の
前
に
は
そ
れ

ほ
ど
の
変
化
の
な
い
と
こ
ろ
だ
。

や
が
て
少
し
広
く
な
っ
た
田
ん
ぼ
が
つ
つ

き
、
宣
布
と
い
う
処
を
通
り
千
代
丸
口
の
バ

ス
停
に
な
る
。

「
秋
風
の
壁
い
う
題
で
何
時
か
書
い
た

こ
と
の
あ
る
碑
の
あ
る
、
自
軍
の
通
を
歩
き

な
が
ら
、
こ
の
「
菊
池
武
重
の
臣
村
上
」
と

呼
ば
れ
る
「
さ
む
ら
い
」
が
戦
い
に
疲
れ
た

五
体
を
ひ
き
ず
っ
て
、
こ
の
道
を
辿
り
、
晴

魂
は
て
て
こ
の
地
で
最
後
を
む
か
え
た
の
で

あ
ろ
う
。

昔
か
ら
多
く
の
ひ
と
び
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
道
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
た
め
に
辿
っ

た
の
で
あ
ろ
う
、
な
ど
と
考
え
て
み
る
。

白
菜
を
積
ん
だ
小
型
車
が
、
槙
の
道
を
通

り
す
ぎ
て
ゆ
く
。
　
　
（
片
山
花
街
呂

第
四
回
　
遠
賀
町
民
体
育
大
会

卓
球
（
団
体
）
競
技
大
会
開
催

▽
目
　
時
　
3
月
2
2
日
（
日
）

9
時
　
　
開
会
式

9
時
5
0
分
競
技
開
始

▽
場
　
所
広
渡
小
学
校
体
育
館

▽
試
合
順
－
①
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
③
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
　
①
混
合
ダ
ブ
ル

ス
　
④
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
　
⑤

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
チ
ー
ム
編
成
　
中
学
生
以
上
の
者
で
男
子

2
人
、
女
子
2
人
以
上
。
①
、

⑧
に
出
場
し
た
選
手
で
混
合
ダ

ブ
ル
ス
の
編
成
は
で
き
な
い
。

▽
申
込
諦
切
　
3
月
ュ
6
日
（
風
）

▽
申
込
先
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

遠
賀
川
　
萩
尾
　
巽
2
9
3
）

O
l
ェ
6
へ

中
国
帰
国
者
の
自
立
促
進
に

皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
を

よ
う
に

を
通
る
道
、
さ
ら
に
直

接
吉
留
か
ら
山
越
し
し
て
樵
原
を
通
り
、
尾

崎
へ
出
る
道
が
あ
る
。
ぎ
ょ
ろ
ば
こ
の
道
を

歩
く
こ
と
に
す
る
。

宗
蟹
里
巨
留
の
鞍
手
に
通
じ
る
県
道
か
ら

北
へ
、
人
家
を
目
標
に
歩
く
。
美
し
く
愛
が

芽
を
出
し
て
い
る
畠
を
見
な
か
ら
、
行
く
て

に
三
部
尾
（
ミ
コ
ノ
オ
）
の
低
い
山
並
が
あ

る
。
静
か
な
集
落
が
あ
り
、
こ
こ
を
安
倉
と

い
う
。
日
当
の
い
い
こ
と
と
、
地
味
が
豊
か

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
む
か
し
遠
賀
の
養
家
か

ら
牛
や
馬
を
預
け
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
と
こ

安
倉
鵡
し
　
ら
み
え

る。
峠
に
宗
像
市
と
岡
垣

町
の
撹
界
が
あ
り
、
杉

林
の
間
を
道
は
下
り
に

な
る
。
榛
原
の
集
落
を

通
り
、
ど
ん
ど
ん
下
る
。

山
を
切
り
取
っ
て
造
成
工
事
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
環
境
避
偶
の
た
め
の
設
備

が
で
き
る
と
の
こ
と
、
赤
い
地
肌
が
む
き
出

し
に
な
っ
て
、
線
の
自
然
と
何
だ
か
そ
ぐ
わ

な
い
感
じ
。
戸
切
の
家
並
を
眺
め
な
が
ら
道

郷
土
文
化
研
究
会
例
会

▽
日
時
　
3
月
認
日
（
土
）
鵜
時
5
0
分
～

▽
場
所
英
公
民
館
2
階
会
議
室

▽
卑
語
八
剣
神
社
し
急
鼓
吉
野
千
年
氏

無
料
で
す
。
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。

全
国
で
も
屈
指
の
中
国
帰
国
者
を
鞭
す
る

本
県
で
は
、
こ
の
た
び
全
国
で
も
初
め
て
の

こ
こ
ろ
み
と
し
て
、
日
頃
か
ら
関
心
の
あ
る

県
内
経
済
団
体
、
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
参
加
に
よ
る
悪
岡
原
中
国
帰
国
者
自

立
促
進
協
賛
至
（
会
長
福
岡
県
商
工
会
誌

所
要
口
会
金
吾
本
弘
速
が
昨
年
十
月
二

十
七
日
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
県
内
に
は
中
国
帰
国
者
が
〓
（
九
世

帯
、
雪
一
四
人
念
和
六
十
二
年
一
月
一
日

現
巷
を
数
え
て
い
ま
す
。
属
国
者
は
、
言

葉
の
違
い
に
よ
る
就
職
、
子
弟
の
教
育
や
生

活
習
慣
の
違
い
に
よ
る
日
常
藩
な
ど
大
変

苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
協
議
会
は

帰
国
者
の
自
立
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
生
酒
指
導
貝
の
派
遣
の
ほ
か
高
校
生

へ
の
奨
学
資
金
の
支
給
、
自
動
車
免
許
取
得

費
用
の
援
助
、
結
婚
、
出
産
祝
い
金
、
自
賛

帰
国
者
へ
の
見
舞
金
の
支
給
な
ど
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
活
動
賞
金
に
は
一
三
万
円
の

法
人
会
費
と
、
一
口
千
円
の
個
人
会
費
に
加

え
て
、
広
く
県
民
の
皆
様
方
か
ら
の
寄
付
金

名
克
て
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
県

民
の
皆
様
に
こ
の
募
金
の
こ
支
援
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
費
並
び
に
寄
付
し
て
い
た
だ
け

る
場
合
は
、
振
込
手
数
料
免
除
の
用
紙
が
あ

り
ま
す
の
で
、
役
場
福
祉
課
福
祉
係
に
申
し

出
く
だ
さ
い
。

◎
認
諾
所
の
所
在
地
福
壁
巾
博
多
区
東
公

園
七
番
七
号
　
福
岡
県
風
塵
韻
内

福
岡
煤
里
思
間
者
白
露
犠
藷
蚕

会
長
吉
本
弘
次
∴
＄
0
9
2
（
6
5
1

）
⊥
⊥
1
1
内
線
2
8
1
1
～
2
8
7
7



こん館lこじよらずIこ
てきまし龍

山びこ保育園で作品展
山びこ保育園で、園児がこれまで！製作した絵や工作を集

めて作品展が開かれました。2つの教室を使って展示され

たた：くさんの作品に、訪れた人達から「ようできとうねえ」

「上手ねえ」とのおとろさの声があがっていました。

3月28日新装オープン 
中央公民館図書室 

中央公民館の図書室が、3月28日にカープ 
ンします。当初はもう少し早くを予定してい 
ましたが、新着図言が5．000冊も入りました 
ので、本の配例など準備のため、オープン が28日になりました。このため27日まで図書 

室はお休みになりますのでご了承ください。 
なお、3月28日は10時オープンで、当日は 

14時から記念行事として、ボランティアの皆 
さんによる楽しい催し物があります。 

⊂ユ晶お銭喝

語呂一目
4月の統一地方選挙を前に、島田力ヽ学校でも

児童ら会役員の選馨がありました。体育館で行な

われた演説会では、各役員の候補者たちが元気

よく立候補の弁を述べ、支持を訴えました。演

説会終了後技粟が行われ、即日開票の霧善果、会

長に松井知将君（5年宅圭）をはじめ9人の役員

が決まりました。

思いやる心を
新町区で青少年健全育成懇談会

2月21日の夜、新町公民館にいっぱいの皆さ

んが集まって、青少年健全育成地区懇談会があ

りまし六二。

請師としてお話しをされた本木寸義雄先生は、

愛車くまころう号で全国を1周され、各地の小

学義焚、幼稚園、保育園にボランティアとしてお

話しや紙しはいなどで夢をふりまいてこられた

方です。

先生の経験壁かなお話しに、参加者は会場の

あちこちでメモをとっていました。
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▽
注
憩
　
ツ
反
、
B
C
G
を
受
け
た
場
合

は
、
4
月
9
日
の
三
極
混
合
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

各
予
防
楼
蘭
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で

に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に
申

し
込
み
を
し
て
、
問
診
票
と
注
惹
番
を
受
領

し
て
下
さ
い
。
問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と

予
防
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
接
種
ロ
　
ン
反
1
月
1
日
（
水
）

B
C
G
　
4
月
3
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
ュ
3
時
的
分
－
ュ
4
時

接
種
　
ュ
3
時
5
0
分
～

▽
勘
所
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
度
も
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
と
B
C
G
を
受
け
て
い
な
い

生
後
3
ヵ
月
～
倣
ヵ
月
児

▽
接
種
方
法

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
撰
稲
後
餌
時
間

お
い
て
判
定
、
陰
性
者
の
み
B

C
G
接
穂

▽
接
親
日
　
4
月
9
日
（
木
）

5
月
1
日
（
金
）

6
月
2
日
（
火
）

6
月
2
6
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
－
ュ
4
時

接
穣
　
ュ
3
時
5
0
分
I

▽
場
所
中
英
公
民
館

▽
対
象
者

・
第
一
舶
生
後
2
4
カ
月
－
4
8
カ
月
児

。
第
二
期
第
一
期
終
了
後
、
ュ
2
カ
月
～

ュ
8
カ
月
経
過
の
幼
児

▽
撰
添
雷
法

・
第
一
期
四
回
の
肉
い
ず
れ
か
三
回
接

種

。
第
二
期
　
四
国
の
肉
い
ず
れ
か
一
回
接

種

▽
持
参
凧
問
診
票
、
母
子
手
脹

▽
そ
の
他
生
後
4
8
カ
月
を
す
ぎ
た
幼
児
は

二
極
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

傷
風
）
で
行
い
ま
す
。

▽
勘
所
英
公
民
館

▽
対
象
著
生
後
3
ヵ
月
～
4
8
カ
月
未
満
の

乳
幼
児

▽
接
種
方
法

生
後
3
ヵ
月
－
4
8
カ
月
（
な
る

べ
く
生
後
3
ヵ
月
－
ュ
8
カ
月
）

の
問
に
六
週
間
以
上
の
間
隔
を

お
い
て
二
回
授
与

▽
持
参
品
母
子
手
帳
、
問
診
票

▽
注
∴
恵
∴
ポ
リ
オ
毀
与
を
受
け
た
場
合
は

6
月
2
日
の
三
種
混
合
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
接
穂
日
－
5
月
2
0
日
－
（
水
）

▽
時
間
受
付
（
1
3
時
0
0
分
～
1
4
時

授
与
　
ェ
3
時
5
0
分
～

▽
対
象
者
生
後
1
2
カ
月
～
7
2
カ
月
児
（
な

る
べ
く
重
8
カ
月
～
3
6
カ
月
）

▽
場
所
町
内
の
次
の
医
院
（
青
柳
医
院

請
願
小
児
科
医
院
、
遠
賀
浅
木

内
科
医
院
、
橋
本
医
院
、
花
野

医
院
、
母
子
記
念
病
院
）

▽
時
間
各
医
院
の
診
寮
時
間
内

▽
期
間
一
年
中
（
1
月
、
8
月
、
1
月

2
月
は
な
る
べ
く
さ
け
る
）

▽
料
金
　
2
0
0
0
円
（
生
保
お
よ
び
町

県
民
税
が
均
等
額
以
下
の
世
帯

は
無
料
）

▽
申
込
み
印
鑑
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生

係
に
て
問
診
票
を
受
領
し
て
く

だ
さ
い
。
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朝の尿検査

昭
和
餓
年
度
食
生
活
改
善
推
進
教
室
の

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
方
法
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
保
健

衛
生
係
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

▽
申
込
罵
　
4
月
1
日
－
（
璽
笥
）

▽
申
込
締
切
4
月
鳩
目
（
き

▽
そ
の
他
0
0
回
以
上
の
出
席
者
に
は
、
修

了
証
書
を
交
付
し
ま
す
。
な
お

講
座
卒
業
後
は
遠
賀
町
食
生
活

改
善
推
進
員
（
緑
黄
釜
と
し

て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

朝
、
目
が
覚
め
て

か
ら
の
初
任
率
は
、

睡
眠
中
に
た
め
た
尿

の
誹
せ
つ
で
す
。

人
間
は
食
品
を
食

べ
、
そ
れ
を
消
化
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変

え
た
り
、
身
体
を
構

成
す
る
細
胞
を
つ
く

り
出
し
ま
す
。
こ
の

地
域
で
の
食
生
活
改
善
の
普
及
徹
底
を
図

り
、
健
康
や
栄
達
に
関
す
る
知
識
の
学
習
、

実
践
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
開
請
場
所
　
遠
賀
保
健
所
会
鎗
墨

▽
開
講
日
　
昭
和
銘
年
5
月
～
0
0
年
3
月
ま

で
毎
月
1
回
（
第
1
金
曜
日
又

は
第
3
金
曜
日
）
　
年
間
1
2
回

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
1
2
時

▽
受
講
料
無
料

◎
期
日
　
3
月
縞
目
（
月
）

▽
時
　
開
　
場
時
0
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

過
程
は
、
複
雑
で
高
度
な
化
学
工
場
に
も
た

と
え
ら
れ
ま
す
。

ク
工
場
排
水
〟
の
中
身
を

韻
べ
て
み
る
と

人
間
の
身
体
を
化
学
工
場
に
た
と
え
て
み

ます。次
に
畳
で
す
。
水
分
の
摂
取
垂
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
が
、
健
康
な
成
人
で
一
日
に

四
～
五
回
、
約
一
～
二
五
リ
ッ
ト
ル
の
排

尿
を
し
ま
す
。

し
か
し
夏
は
、
汗
が
た
く
さ
ん
出
て
水
分

れ
は
、
尿
は
工
場

採
水
で
す
。
工
掲

排
水
を
調
べ
れ
ば

工
場
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
状
態
が
つ
か

健
康
状
態
を
つ
か
む

〝
情
報
源
〃

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

希
望
者
は
、
ハ
カ
キ
に
住
所
、
父
母

の
氏
名
、
赤
ち
曾
ん
の
名
前
（
読
み
が

な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
）
と
生
年
月
日
、

勤
鰯
、
塾
整
骨
を
寵
人
の
上
、
遠
賀

町
役
場
「
元
気
な
赤
ち
○
ん
係
」
ま
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

対
象
は
一
葉
浦
の
赤
ち
○
ん
で
す
。

写
真
は
、
お
持
ち
の
お
す
ず
め
写
真

の
方
が
表
情
が
い
き
い
き
し
て
い
ま

す
。
写
真
が
あ
る
場
合
は
、
ハ
カ
キ
に

そ
の
旨
痴
人
し
て
く
だ
さ
い
。
な
い
揚

合
は
係
が
撮
影
に
う
か
が
い
ま
す
。

め
る
よ
う
に
、
尿
は
身
体
の
健
康
状
態
を
点

検
す
る
上
で
非
常
に
寅
重
な
情
報
を
数
多
く

提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に
、
朝
の
最
初
の

尿
は
、
夜
寝
て
か
ら
目
が
鴬
め
る
ま
で
の
最

も
長
い
時
間
た
め
込
ん
だ
尿
で
す
か
ら
、
そ

れ
だ
け
貴
重
な
借
報
源
と
い
え
ま
す
。

ま
ず
色
で
す
。
尿
は
普
通
無
色
透
明
で
す

が
、
疲
れ
て
い
た
り
、
発
熱
や
発
汗
で
濃
縮

さ
れ
た
と
き
に
は
色
が
浅
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
き
に
も
色
が
つ
き

が
奪
わ
れ
ま
す
の
で
、
水
分
を
多
く
取
っ
て

も
尿
の
畳
は
冬
場
に
比
べ
て
減
少
し
ま
す
。

腎
機
能
の
低
下
が

青
血
圧
を
招
く

と
こ
ろ
で
、
年
を
と
っ
て
、
排
水
処
理
場

と
し
て
の
腎
臓
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
つ
ま
り

し
て
く
る
と
、
人
間
の
体
は
血
圧
を
上
げ
て

排
水
処
理
場
と
し
て
の
機
能
を
保
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
、
隼
を
と
る
に
し

た
が
っ
て
血
圧
が
L
i
昇
す
る
原
因
の
一
つ
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

血
圧
の
鼻
と
露
は
重
大
な
か
か
わ

り
を
持
っ
て
お
り
、
血
圧
が
」
尭
す
る
と
督

戦
の
負
担
を
高
め
、
督
戦
の
負
担
が
増
す
と

血
圧
が
上
昇
す
る
と
い
う
悪
循
環
が
起
こ
り

ます。
試
験
紙
を
使
っ
て

正
確
な
検
査
を

最
近
は
、
極
め
て
手
軽
に
尿
の
検
査
が
で

き
る
試
験
紙
が
市
販
ざ
れ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
に
こ
の
試
験
紙
を
置
い
て
、
毎
朝

検
査
を
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
尿
検
査
の
結
果
は
記
録
し
て
お
き
、
医

師
の
検
診
を
受
け
る
際
に
持
参
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

指
導
　
－
　
青
山
　
美
原

岡
山
大
学
医
学
部
教
授



調の還貿調豊麗締富豪下
行事によっては時間中途からの参加ができなかったり、また、他の参加者IC逃惑沸）けたりします．事師と強

めて、遅れないようIこしましょう．

日 �固 �行∴∴草　　内　　容 �時　　間 �実施会揚 �担当係名 �対象や終了時閲など ��詳　細 

18 �水 �小　学　校　卒　業　式 �10：00－ �各小学校 体育館 �学校教育係 �広漠小学校　78人 �� 

19 �木 �献　　　　血 � �役場玄関前 �社会福祉 協∴頚会 � �� 

22 �1 日 �第1回親と子の �i 9：00－－ �町内で実施 中央公民館 前集合 �i 体育係 �小学 行。； 1位 に参カ �具、水筒、筆記具持参 3位にメダル、全員 貰 � 第籠慰繍大会 �9：00－・ �広渡小学校 体育館 �体　育　係 �中学生以上（男子2人、女 ��4ページ 

遠賀町漕艇協会発会式 �11：00－ �遠賀川 漕艇場艇庫 �体　育　係 �漕艇協会関係者 ��こ　の ページ 

23 �月 �心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �社会福祉 協議会 �心配ごとのある方、この機 会にぜひ一度、こ枯淡くだ さい �� 

妊　　婦　　相　　談 � �中央公民館 �保健衛生係 �妊産婦 母子手帳交付 ��7ペ・－ジ 

27 �金 �町長・町諒選挙 立候補予定者説明会 �13：00－ �役場2階 大会憩室 �庶　務　係 �立候捕予定者 ��3ページ 

28 �土 �図書室新装オープン �10：00－ �中央公民館 �社会教育係 �腹話術、紙芝居ほか ��5ページ 

30 （ 31 �月 ！ 火 �健康保険証更新 � �役場玄関 �国保年金係 �現在使っていろ保険証と 印鑑を持参ください ��表　　紙 

広報掲載受付中
春のサークル

会　員　募　集

大好きな
おかあさんの絵

賞曲浦随協会が

スタ　ート

「
広
報
お
ん
が
」
で
は
、
四
月
十
日
号
で

春
の
サ
ー
ク
ル
会
員
藁
の
特
集
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
掲
載
嘉
望
さ
れ
る
サ
ー
ク
ル

は
、
次
の
肉
馨
を
範
人
に
な
り
、
役
場
企
画

財
政
課
広
報
係
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
締
切
　
三
月
二
十
日

（必基）

記
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と

○
サ
ー
ク
ル
の
名
前

○
簡
単
な
紹
介
文
（
維
面
の
都
合
で
全
史
掲

載
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

○
練
習
日
と
時
間

○
練
習
墳
所
　
○
藁
対
象

○
費
用
（
会
費
は
月
会
費
か
年
会
費
か
、
入

会
金
の
璽
口
、
そ
の
他
の
穐
き

○
申
込
先
（
氏
名
、
住
所
、
藷
選
言
）

○
活
動
中
の
写
真
（
な
く
て
も
可
、
紙
面
の

都
合
で
掲
載
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

○
そ
の
他
（
特
に
あ
れ
ば
）

「
広
報
お
ん
が
」
で
は
「
母
の
日
」
葉

と
し
て
、
大
好
き
な
お
か
あ
さ
ん
の
絵
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
小
学
生
未
洞
の
お

子
さ
ん
で
す
。
絵
の
裏
に
、

○
聾
な
お
か
あ
さ
ん
の
紹
介
文

○
絵
を
描
い
た
人
の
住
所
と
氏
名
、
年
齢

を
香
い
て
、
1
月
5
日
ま
で
に
役
場
企
画
財

政
課
広
報
係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
漕
艇
で
健
康
な
町
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、
ま
た
、
活
挺
麗
技
の
振
興
の
た
め
、
漕

艇
知
灘
の
習
得
、
技
術
研
修
な
ど
基
盤
育
成

の
た
め
の
活
動
を
、
遠
賀
藻
協
会
設
立

憩
禦
貴
会
の
結
成
以
来
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
正
式
に
遠
賀
町
酒
挺
協
会
（

中
村
恒
脇
会
長
、
会
員
二
十
人
）
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
早
速
三
月
か

ら
漕
艇
指
導
員
の
も
と
で
練
習
を
は
じ
め
て

い
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
や
サ
ー
ク
ル
で
も
、
チ
ー

ム
を
作
っ
て
漕
艇
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
、
経
験
者
を
問
わ
ず
多
数
の
方

の
入
会
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
毎
週
日
岡
日
、
9
時
～
⊥
2
時

▽
場
所
遠
賀
川
漕
艇
場

▽
望
見
－
馨
曇
貴
会
体
育
係

の
（
2
9
3
）
ュ
2
3
4


